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今
週
の
紙
面

■２面 ニュース ■３面
読者／まんが／俳句／詩
■４面 健康体操／ホッ

トライン ■５面 憲法講
座／ホット ■６面 マイ
ナンバーカードは作らなく
て大丈夫／母の歴史 ■７
面 新婦人の活動／主張／老いた母と向き合う

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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受賞の喜びを語る児玉さん

日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）がノーベル平和

賞受賞―10月11日にこのビッグニュースが世界を駆け巡りま

した。被団協事務局次長として核兵器廃絶運動の先頭に立っ

てきた、新婦人会員の児玉三智子さんに、お話を聞きました。

記者会見する被団協の（左から）濵中、田中、

和田、濱住の各氏（10月12日、東京都千代田区）

７月22日～８月２日、Ｎ

ＰＴ再検討会議の第２回

準備委員会ＮＧＯセッシ

ョンで発言する児玉さん

（右上）。ドイツ代表と

懇談（左上）、カザフスタ

ン代表と懇談（右）
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